
第一期中期目標期間事業報告書
平成１８年４月１日　～　平成２４年３月３１日

公立大学法人大阪市立大学



中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

Ⅱ 教育研究等の質の向上に関する目標
　１ 教育に関する目標
　（１）教育の基本方針

Ⅱ 教育研究等の質の向上に関する目標
　１ 教育に関する目標
（１）教育の基本方針
・現代人として必要な基本的教養の修得と国際感覚の練磨をめざすとと
もに、総合大学という特質を活かし専門知識と総合的知識の双方を基
礎として、理解力、洞察力、実践力、指導力、解決力及び品性を兼ね
備えた全人的人材養成の推進
・大学院教育を中心にニーズに対応した多様かつ専門性の高い社会人
教育

Ⅱ 教育研究等の質の向上に関する目標
　１ 教育に関する目標
（１）教育の基本方針

　（２）教育の内容
　　①人材育成の目標
　　②アドミッション・ポリシー（学生受入方
針）
　　③入学者選抜
　　④学部教育
　　⑤大学院教育
　　⑥社会人教育
　　⑦厳正な成績評価
　　⑧教育力の向上
　　⑨教育の成果の検証

（２）教育の内容
①人材育成の目標・②アドミッションポリシー
・各学部、研究科、学科、専攻等において、具体的な人材育成の目標
像やアドミッションポリシーを点検・確定した上で、ホームページ、学部案
内、履修規程、その他媒体での公開【Ｈ18】

（２）教育の内容
①人材育成の目標・②アドミッションポリシー
・（商）「インタラクティブ型キャリア教育方法の確立」が文部科学省の「現代的教育
ニーズ取組支援プログラム」に採択【Ｈ19～21】　交付決定額：50,598千円

・（経）「4年一貫の演習と論文指導が育む学士力（プラクティカルエコノミスト）」が文
部科学省の「大学教育・学生支援推進事業　大学教育推進プログラム」に採択
【Ｈ21～23】　交付決定額：48,560千円

・（医）「医療系大学院教育改革支援プログラム」が文部科学省の「大学院教育改
革支援プログラム」に採択【Ｈ19～21】　交付決定額：33,585千円

③入学者選抜
＜入試広報＞
・費用対効果を勘案した進学ガイダンスの実施
・オープンキャンパスの開催内容の改善と進学ガイダンス時の告知強化
・催事に合わせた広報誌の発行（各号6,300冊をステークホルダーに配布）

③入学者選抜
＜入試広報＞

公立大学法人大阪市立大学　第一期中期目標期間事業報告書

○進学ガイダンスの外部会場と高校への参加状況
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
会場数 21 19 17 20 25 22
高校数 3校 3校 4校 7校 6校 20校

○大学見学
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
受入人数 534名 1,703名 1,644名 2,083名 2,887名 1,345名

○オープンキャンパス
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
参加者数 9,717名 11,009名 10,786名 12,533名 14,091名 16,608名

○広報誌（CITY×UNIVERSITY)
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
発行回数 1回 2回 2回 2回 4回
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

＜留学生受け入れ＞
・英語版大学案内冊子の英語版ホームページへの掲載【Ｈ20】
・中国語版大学案内冊子の作成【Ｈ23】

＜留学生受入れ＞

④学部教育
・総合大学としての特徴を活かした初年次セミナーを実施し、専門教育と
の有機的連携の促進【Ｈ21】
・学部第二部の募集停止を行い、教育資源を再配分した第一部文系
学部定員の増員【Ｈ22】

④学部教育

＜外国語教育＞
・英語教育開発センターを設置し、ネイティブ教員による少人数、能力別
クラス編成（ＣＥ／ＡＣＥ）の実施【Ｈ19】

＜外国語教育＞
・（文）「国際発信力育成インターナショナルスクール」が文部科学省の「大学院教育
改革支援プログラム」に採択【Ｈ19～21】　交付決定額：20,040千円

・短期海外語学研修や、新入生全員を対象としたＴＯＥＩＣテストの実施

・全学共通教育の英語科目に関しTOEFL、ＴＯＥＩＣ等の単位認定の実施【Ｈ18】

⑤大学院教育 ⑤大学院教育
・総合大学としての特徴を生かし、既成の専門分野にとらわれない分野横断型の履
修の拡充及び国内外他大学との単位互換制度の拡充

⑥社会人教育
・看護学研究科の新設【Ｈ20】や経営学研究科、創造都市研究科にお
ける高度なプロフェッショナルの育成等による高度専門職業人教育

⑥社会人教育
＜社会人プロジェクト＞
・（経営）「医療・福祉イノベーション経営」として実務経験者等を交え、科学的、実
践的な医療・福祉経営モデルの研究【Ｈ21～】

○留学生（各年度10/1現在）
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
留学生数 268名 299名 319名 321名 324名 316名

○文系学部定員増状況
学部 商学部 経済学部 法学部 文学部
定員増数 20名 20名 15名 15名
Ｈ22以降定員数 220名 220名 165名 155名

年度 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
参加学生数 27名 21名 88名 103名

○短期語学研修

○ＣＥ／ＡＣＥ
Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

15 16 17 17 18
25.2 24.8 24.6 24.8 25.0

　　クラス数 256 379 386 374 378
　　受講者数 6444 9639 9721 9474 9519
　　クラス数 16 18 18 16
　　受講者数 173 209 247 344

年度
ネイティブ教員数
一クラスの人数（概算）

ＣＥ
（のべ数）

ＡＣＥ
（のべ数）

○社会人プロジェクト(経営学研究科)
年度 H21 H22 H23
出願者 15名 17名 26名
入学者 13名 12名 15名

○院生・教員共同プロジェクト(創造都市研究科)
年度 Ｈ18 H19 H20 H21 H22 H23
プロジェクト数 27 28 20 20 16 20
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

・長期履修学生制度等の導入による社会人教育の充実

⑦厳正な成績評価・⑧教育力の向上
・大学教育研究センターを中心に全学的なＦＤ活動を推進し、「大阪市
立大学教育改善・ＦＤ宣言」を策定【Ｈ22】

⑦厳正な成績評価・⑧教育力の向上

⑨教育の成果の検証
・入学者追跡調査報告書の作成【Ｈ20】
・入学者追跡調査報告書改訂版の作成【Ｈ21】
・卒業後3年を経過した卒業生の調査分析【Ｈ21】
・卒業生調査の集計結果の報告書を作成【Ｈ23】

⑨教育の成果の検証

○長期履修学生制度
年度 H21 H22 H23
利用実績 7名 8名 13名

○ＦＤ研究会・ＦＤワークショップ参加者数
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
研究会 96名 83名 74名 99名 60名 62名
ワークショップ 25名 23名 23名 34名 77名 51名

○教育改革シンポジウム
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
参加者数 45名 49名 89名 427名 72名 61名

○大学教育研究セミナー
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
参加者数 9名 9名 98名 132名

○社会人学生の受入れ
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
科目等履修生 60名 69名 66名 47名 47名 40名
研究生 96名 100名 89名 92名 69名 95名
学部社会人入学生 26名 21名 25名 25名 5名 0名
大学院生 35名 38名 45名 39名 32名 37名
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

　（３）教育の実施体制
　　①教育組織の整備
　　②ＩＴ（情報通信技術）の活用
　　③教育施設及び設備の整備

（３）教育の実施体制
①教育組織の整備
・教育推進本部を設置【Ｈ18】し、職員も参画した「全学共通教育教務
委員会」「学生担当委員会」等の定例会議を実施
・理学研究科、工学研究科の入学定員増及び経営学、経済学、生活
科学、創造都市の各研究科の入学定員減やコースの再編

（３）教育の実施体制
①教育組織の整備

・全国的な医師確保や地域医療の安定充実 ・医学部医学科の入学定員の増員【Ｈ21】：80名から92名

②ＩＴの活用
・文部科学省の補助金等の活用によるＩＴ基盤強化と学生サービスの充
実

②ＩＴの活用
・平成21年度に「大阪市立大学戦略的教育研究4領域の基盤強化支援プロジェク
ト」が文部科学省の「教育研究高度化のための支援体制整備事業」に採択、補助
金96,997千円を活用し、Ｗｅｂ履修システム、全学認証システム・全学ポータルシス
テム等を構築

・インターネットの高速化等による全学のＩＴ化を推進

・図書Ｗｅｂサービスなど図書館機能の充実【Ｈ21】

○インターネット講座
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
講座数 10 3 3 3 3 3
受講者数 726名 130名 177名 121名 111名 165名

○図書
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
蔵書数（千冊） 2,389 2,417 2,492 2,489 2,495 2,494
利用数（千冊） 120 113 112 112 114 114
購入希望図書件数 256件 660件 730件 751件

○各研究科入学定員
H18 H19 H20 H21 H22 H23

前期博士 82名 82名 82名 82名 92名 92名
後期博士 41名 41名 41名 41名 41名 41名
前期博士 147名 147名 147名 147名 161名 161名
後期博士 43名 43名 43名 43名 33名 33名
前期博士 30名 30名 30名 30名 30名 24名
後期博士 10名 10名 10名 10名 10名 8名
前期博士 30名 30名 30名 30名 30名 16名
後期博士 14名 14名 14名 14名 14名 8名
前期博士 48名 48名 48名 48名 48名 48名
後期博士 21名 21名 21名 21名 21名 15名

修士 120名 120名 120名 120名 120名 110名
博士 10名 10名 10名 10名 10名 10名

創造都市研究科

理学研究科

工学研究科

経営学研究科

経済学研究科

生活科学研究科

○看護学研究科入学者
年度 H20 H21 H22 H23
前期博士課程 11名 12名 13名 8名
後期博士課程 5名 3名

※Ｈ20より前期博士課程、Ｈ22より後期博士課程の募集開始
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

③教育施設及び設備の整備
・都市健康・スポーツ研究センターを設置【Ｈ18】

③教育施設及び設備の整備

　（４）学生への支援
　　①学生支援体制の整備
　　②学習の支援
　　③学生生活の支援
　　④進路選択の支援

（４）学生への支援
①学生支援体制の整備
・学生サポートセンターの設置による学生相談窓口の一元化【Ｈ23】
・障がい学生支援室、国際交流支援室、教職カルテ相談室の開設

（４）学生への支援
①学生支援体制の整備

②学習の支援
・各学部・研究科におけるＴＡの活用、オフィスアワー、学習相談委員等に
よるきめ細かい学習支援、相談活動

②学習の支援

③学生生活の支援
・学生の健康診断受診率の向上やはしか、新型インフルエンザに関する
対応、健康診断結果のデータ化、応急措置ガイドブックの作成等による
保健衛生管理の充実

③学生生活の支援

○学生定期健康診断
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
受診率 64.1% 65.7% 68.4% 69.5% 68.3% 68.8%

○カウンセリング
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
受診回数 387回 304回 427回 530回 303回 517回
受診者数 32名 37名 51名 48名 48名 64名

○ティーチングアシスタント（ＴＡ）
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
ＴＡ採用者数 275名 328名 347名 367名 399名 451名

○都市健康・スポーツ研究センター
年度 H19 H20 H21 H22 H23
市民講座数 1回 1回 2回 2回
セミナー数 3回 2回 2回 2回 1回
特別講演等 2回 3回 2回 1回

目的達成度

平成23年度 10月 11月 12月 1月 2月 3月
国際交流支援 7件 3件 2件 4件 1件 -
障がい学生支援 1件 - 2件 3件 - 13件
教職カルテ 50件 44件 20件 31件 28件 2件

平成23年度 10月 11月 12月 1月 2月 3月
スタッフ数 11名 13名 15名 18名 18名 12名

登録学生数 27名 30名 32名 40名 41名 41名

○学生サポートセンター（相談対応）

○学生サポートセンター（ボランティア活動）

○学生サポートセンター（利用者アンケートによる目的達成度）　※アンケート回収数：456件
達成 概ね達成 未達成

73.6% 20.4% 6.0%
利用者回答状況

336名 93名 27名
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

④進路選択の支援
・企業セミナーや就職ガイダンスの大幅な増加による就職支援

④進路選択の支援

・キャリアデザイン教育やキャリアデザインシステム等の就職支援システムの
完成

・キャリアデザイン教育

・資格取得講習会の充実等によるキャリア支援 ・資格取得講習会等

○「現代社会におけるキャリアデザイン」
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
履修者数 239名 233名 241名 221名 200名 171名

○「ライフサイクルと教育」
年度 H18 H19 H20 H21
履修者数 183名 88名 250名 298名

○「ゲームで学ぶ社会行動」
年度 H22 H23
履修者数 88名 146名

○就職相談・決定率
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
相談件数 382件 829件 1,417件 2,001件 2,603件 2,100件
決定率 89.4% 91.9% 87.9% 89.1% 86.4% 88.9%

○就職ガイダンス
年度 H19 H20 H21 H22 H23
開催日数 32日 52日 37日 29日 34日
参加者数 2,348名 3,242名 3,374名 2,996名 3,465名

○合同企業セミナー
年度 H19 H20 H21 H22 H23
開催日数 38日 42日 57日 40日 69日
参加企業数 473社 679社 834社 611社 852社
参加者数 3,527名 7,909名 12,603名 14,041名 16,063名

○インターンシップ（大阪府、大学コンソーシアム大阪）
年度 H19 H20 H21 H22 H23
参加者数 7名 10名 20名 15名 12名

○公務員試験対策講座（生協共催）
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
受講者数 119名 95名 134名 173名 172名 157名

○公認会計士講座（学友会共催）
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
受講者数 31名 18名 56名 34名 24名 16名

○カレッジTOEIC（生協共催）
年度 H20 H21 H22 H23
受講者数 631名 672名 735名 585名
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

＜国家試験合格者状況＞

※公認会計士合格者数：20名【Ｈ21】、19名【Ｈ22】、9名【Ｈ23】

２ 研究に関する目標
　（１）研究の基本方針
　　①卓越した研究拠点の形成
　　②地域社会との連携
　　③産業の諸分野との連携

2　研究に関する目標
(1)研究の基本方針
①卓越した研究拠点の形成
・研究推進本部の設置【Ｈ18】
・都市研究プラザの設置【Ｈ18】
　海外サブセンター（8ヶ所）、市内現場プラザ（8ヶ所）
・都市健康・スポーツ研究センターの設置【Ｈ18】
・理系（理・工・生科・医）横断型研究組織の複合先端研究機構を設置
【Ｈ19】
・文部科学省の産学官連携拠点整備計画の地域中核拠点として｢大
阪グリーンエネルギーインダストリー拠点」、グローバル産学官連携拠点とし
て「関西バイオメディカルクラスター拠点」に採択【Ｈ21】

2　研究に関する目標
(1)研究の基本方針
①卓越した研究拠点の形成

・戦略的（特別）研究経費の重点配分等による全学的視点からの学内
研究の充実

・戦略的（特別）研究経費による重点配分

②地域社会との連携
③産業の諸分野との連携
・都市研究プラザ、複合先端研究機構などの研究拠点を中心に、都市
科学分野の研究など産業界や地域と連携した研究

②地域社会との連携
③産業の諸分野との連携

　（２）研究の実施体制
　　①大学の特色となる研究の推進
　　②各研究科における研究の推進
　　③都市に関する総合的な研究の推進
　　④他の研究機関との連携

（２）研究の実施体制
①大学の特色となる研究の推進
・戦略的研究経費の配分などによる研究の活性化や若手研究者を中心
とした研究者支援

（２）研究の実施体制
①大学の特色となる研究の推進
・「国際発信力育成インターナショナルスクール若手研究者等海外派遣プログラム」
が文部科学省の「組織的な若手研究者等海外派遣プログラム」に採択【Ｈ21～
24】　交付決定額総額：43,000千円

・「数学研究所がリードする数学・数理科学の国際的若手研究者の育成」が文部
科学省の「組織的な若手研究者等海外派遣プログラム」に採択【Ｈ21～24】
交付決定総額：31,600千円

H18 H19 H20 H21 H22 H23
件数 332 327 314 334 337 367

金額（百万円） 916 1,004 877 933 807 1,035
件数 6 29 36 41 44 41

金額（百万円） 169 349 255 215 226 234
厚生労働省

年度
○科学研究費補助金獲得状況

文部科学省

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
採択件数 48件 49件 52件 70件 55件 85件
予算（百万円） 155 146 137 129 121 121

○特別研究

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
金額（百万円） 2,755 3,379 3,093 3,730 3,343 3,933

○外部資金獲得状況

※外部資金＝受託研究+共同研究+奨学寄附金+科研費+ＣＯE補助金＋治験＋各種補助金

○国家資格合格率
年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
医師 90.0% 91.9% 91.9% 95.3% 91.3% 97.0%
看護師 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
保健師 100.0% 100.0% 95.9% 96.9% 98.6%
社会福祉士 88.2% 100.0% 100.0% 100.0% 86.7% 100.0%
司法試験 69.2% 43.1% 40.2% 25.0% 26.1% 25.0%
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

・「特定研究奨励費」の設置及び、ポスドク制度の確立等による若手研
究者に対する研究支援の充実

・特定研究奨励費による若手研究者支援

＜女性研究者支援＞
・学内保育所の整備【Ｈ20】や文部科学省女性ＧＰによる「女性医師・
看護師支援センター」の設置
・女性研究者アンケートによる課題整理

＜女性研究者支援＞
・「女性医師・看護師の臨床現場定着及び復帰支援」が文部科学省の「地域医
療等社会的ニーズに対応した医療人教育支援プログラム」に採択【Ｈ19～21】
交付決定額：63,000千円

・女性研究者のための環境整備

・平成24年度科学技術人材育成費補助事業(女性研究者活動支援
事業)への申請【Ｈ23】

・女子トイレの擬音装置設置：167ヵ所（全330ヵ所　設置率：50.6%）

②各研究科における研究の推進
③都市に関する総合的な研究の推進
・都市研究プラザにおけるグローバルＣＯＥ事業の推進

②各研究科における研究の推進
③都市に関する総合的な研究の推進
・都市研究プラザにおけるグローバルＣＯＥの採択【Ｈ19～23】

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
女性教員比率 11.2% 11.3% 11.4% 11.4% 12.1% 13.0%
女性医師比率 21.0% 22.3% 23.4% 24.8% 24.5% 25.1%

○女性研究者

年度 H19 H20 H21 H22 H23 合計
交付額（千円） 31,500 54,400 56,100 56,100 50,586 248,686

年度 H19 H20 H21 H22 H23
開催回数 9回 13回 12回 13回 13回

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
獲得件数 1件 4件 14件 14件 16件 21件

○グローバルＣＯＥ協議会

○グローバルＣＯＥ交付額

○都市研究プラザ（文部科学省科研費）

年度 H20 H21 H22 H23

常時保育 4名 11名 18名

一時保育 延418件 延820件 延819件

常時保育（登録者数） 132名 152名 180名 162名

一時保育 延28名 延47名 延269名 延62名

休日保育 延46名 延3名 延19名 延35名

病児保育 延76名 延115名 延193名 延148名

杉本

阿倍野

○保育園利用状況

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
配置数 7名 6名 4名 4名 4名 3名

年度 H20 H21 H22 H23
採択件数 6件 8件 6件 31件
予算（千円） 6,830 6,620 6,200 1,550

○特定研究奨励費（学内競争的資金）による若手研究者支援

○特別研究（重点研究）へのポスドク配置

8



中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

・国際シンポジウムやニューズレター等を活用した研究成果の発信

・国際的評価の高いエルゼビア社から国際ジャーナルの定期発行 ・エルゼビア社から国際ジャーナルの編集・発行
　【Ｈ22】「Ｃｉｔｉｅｓ特集号」、「Ｃｉｔy,Culture&Ｓｏｃｉｅｔｙ（ＣＣＳ）」創刊号1～4号
　【Ｈ23】ＣＣＳの継続発行1～2巻4号(通号8号)

・都市圏における環境の再生へ向けた研究の推進
・研究環境の整備に向けた教員体制や事務体制の強化

・特に人工光合成による次世代エネルギー研究は科学誌「ネイチャー」への掲載など
大きな成果をあげ、研究拠点整備予算を獲得した。

・都市の健康科学研究（抗疲労研究）
　「疲労克服研究教育拠点の形成」が文部科学省の21世紀ＣＯＥプログラムに
　採択【Ｈ16～Ｈ20】

・東日本大震災の調査研究を踏まえた分野横断型の都市防災研究 ＜都市防災研究＞
・公開研究会【H23,9月・10月】：参加者各回50名
・特別講義Ⅰ【H23,11月】：参加者50名
・特別講義Ⅱ【H23,11月】：参加者50名
・特別講義Ⅲ【H23,12月】：参加者50名
・公開シンポジウム【H24,3月】：参加者200名
・報告書出版：1,000部発行
　大阪府内各市、府内全高等学校、大阪市内全図書館へ寄贈
　被災地協力機関、震災関連研究機関等に贈呈

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
ドキュメント 1回 2回 2回 2回 1回 6回
レポート 2回 2回 3回 4回 4回 4回
ニューズレター 4回 4回 4回 4回

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23
開催数 2回 4回 5回 10回 16回 11回

年度 H19 H20 H21 H22 H23
協定数 1件 5件 2件 1件

○都市研究プラザ（海外大学相互交流協定等）

○都市研究プラザ（国際シンポジウム開催回数）

○都市研究プラザ（報告書等発行回数）

年度 H16 H17 H18 H19 H20 計
交付額（百万円） 110 90 85 92 99 476

○疲労克服研究に対する交付額

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額
H23 4 80,559 7 16,097 0 0 4 20,280 15 116,936

受託研究
○複合先端機構外部資金の獲得状況（単位：千円）

共同研究 教育研究奨励寄附金 文科省科学研究費補助金 計
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

④他の研究機関との連携
・工学研究科と工業研究所と環境科学研究所、医学研究科とバイオサ
イエンス研究所の両連携大学院による共同研究の推進

④他の研究機関との連携
・大阪市立工業研究所、大阪市立環境科学研究所、大阪バイオサイエンス研究
所、大阪府立大学等と連携し、「ニューテクフェア」を開催【Ｈ22・23】

・研究者交流等による大阪市の関係研究機関との有機的連携の推進 ・大阪市博物館協会と包括連携協定の締結【Ｈ22】

＜研究成果の公表＞
・研究者データベースシステムの更新【Ｈ23】による研究成果の最新情報
の公表

＜研究基盤整備＞
・インターネット等の研究基盤整備及び全学認証システムやポータルシス
テムの整備とともに電子ジャーナル等の購入に関する全学的方針を確立

＜研究成果の公表＞

＜研究基盤整備＞
・機関リポジトリシステムの構築により、学位論文167件、雑誌論文登録2,034件、
その他33件、総合計2,234件の登録

３ 社会貢献に関する目標
３－１ 地域貢献
　（１）地域貢献の推進体制

３ 社会貢献に関する目標
３－１ 地域貢献
（１）地域貢献の推進体制

３ 社会貢献に関する目標
３－１ 地域貢献
（１）地域貢献の推進体制
・地域貢献推進本部の設置【Ｈ18】
・産学連携推進本部の設置【Ｈ22】
・都市健康・スポーツ研究センターの設置【Ｈ18】
・健康・スポーツアカデミーの設置【Ｈ22】

　（２）地域貢献の活性化
　　①人材の育成
　　②高校等との連携
　　③地域社会との連携
　　④産業界との連携
　　⑤都市・大阪のシンクタンク

（２）地域貢献の活性化
①人材の育成
・現代ＧＰに採択されたＱＯＬプロモーター育成教育プログラムの推進
・地域住民と連携して市民生活の質的向上を推進するプロモーターを育
成

（２）地域貢献の活性化
①人材の育成
・（生科）「ＱＯＬプロモーター育成による地域活性化」が文部科学省の「現代的教育
ニーズ取組支援プログラム」に採択【Ｈ17～19】　交付決定総額：32,531千円

年度 H18 H19 H20 H21 H22 Ｈ23
ＯＣＵニューテクガイド 96名 111名 120名 187名
ニューテクフェア（府大・市大） 350名 204名

○ニューテクガイド・ニューテクフェア参加者数

年度 Ｈ23
共催シンポジウム 2回
共催連続講座 1回

○大阪市博物館協会との包括連携協定

教授 准教授 講師 助教 専任計
専任教員入力率 96.0% 90.7% 71.6% 60.7% 87.2%
専任教員入力者数 289名 206名 126名 17名 638名

○研究者データベース

年度 Ｈ18 H19 H20 H21 H22 H23
活動数 34回 36回 38回 24回 30回 26回
履修者数 34名 51名 53名 46名 31名 17名

○ＱＯＬプロモーター育成
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

②高校等との連携
・理学部の「高校化学グランドコンテスト」や「理科セミナー」、理学部・文
学部の「市大授業」、大阪市教育委員会と連携した教員講習等による
高校との連携を推進
・教員免許状制度の改正に伴う更新講習の実施

②高校等との連携

＜咲くやこの花中・高との連携＞ ＜咲くやこの花中・高との連携＞
・理学部、文学部による市大授業前見学会の実施
・保護者見学会（40名）と入学者との懇談会の実施
・生活科学部、文学部、理学部による出張授業の実施
・インターンシップ（2名）、新任教員研修（1名）、職業体験学習（中学生3名）の受
入れ
・学生ボランティア派遣：文学部学生（中学校勉強合宿2名、土曜セミナー・文化祭
補助・演劇科補助1名、土曜セミナー補助・中学校国語補助1名）

③地域社会との連携
・法学部・研究科の「無料法律相談所」「中小企業支援法律センター」
や生活科学部の「児童・家族相談所」等による地域住民等を対象とした
様々な相談活動の展開

③地域社会との連携

年度 Ｈ18 H19 H20 H21 H22 H23
講座数 16 20 18 17 17 18
受講者数 778名 641名 547名 436名 595名 717名

年度 Ｈ18 H19 H20 H21 H22 H23
発表件数 33 33 40 41 49 48
参加校数 22校 24校 26校 32校 35校 35校
参加者数 251名 252名 293名 319名 294名 300名

年度 H21 H22 H23
講座数 12 13 15
受講者数 645名 633名 853名

○高校生講座、教職員夏期研修、先端科学研修、中学生サマーセミナー（Ｈ21～）

○高校化学グランドコンテスト

○教員免許状更新講習

年度 Ｈ18 H19 H20 H21 H22 H23
無料法律相談 204件 212件 257件 229件 202件 196件
中小企業法律相談 74件 121件 123件 128件 109件 89件

年度 Ｈ18 H19 H20 H21 H22 H23
利用件数 160件 143件 146件 251件 129件 139件
回数 1,119 1,691 1,239 1,514 732 839

○法律相談

○児童・家族相談所
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

・学術情報総合センターにおいて、大阪市立図書館をはじめ連携協定を
結ぶ大阪府立大学、関西大学との相互利用

・近鉄百貨店と協定した共催講座、大阪府立大学、関西大学との三大
学連携記念講座、創立130周年記念「中之島講座」、医学研究科・看
護学研究科による市民医学講座の開催

・公開講座の充実と有料化による収入確保及び、講座の見直しによる受
講ニーズの高い講座の提供

・都市健康・スポーツ研究センターにおける「健康・スポーツアカデミー」の設
置【Ｈ22】

年度 H20 H21 H22 H23
市立図書館への依頼 111件 131件 77件 91件
市立図書館からの依頼 73件 85件 155件 160件

H20 H21 H22 H23
市大を利用 366名 465名 157名 65名
市大による利用 22名 7名 20名 16名
市大を利用 12名 69名 19名
市大による利用 9名 32名 27名

H18 H19 H20 H21 H22 H23
2,944名 2,789名 2,707名 2,625名 2,536名 2,496名

11名 64名 68名
2名 21名 4名

市民利用制度

はばたけ夢基金寄附者利用制度

関西大学

大阪府立大学

○大阪市立図書館との相互利用

年度
○他大学との図書館相互利用

○図書利用制度
年度

大学院修了生利用制度

年度 H21 H22 H23
開催数 2回 2回 2回
参加者数 1,176名 232名 708名

年度 H22 H23
開催数 4回 1回
参加者数 709名 310名

○三大学連携講座

○中之島講座

年度 H19 H20 H21 H22 H23
講座数 14 35 15 15 15
受講者数 777名 2,367名 1,181名 1,344名 1,268名

年度 Ｈ18 H19 H20 H21 H22 H23
講座数 106 93 99 75 74 73
受講者数 11,601名 9,331名 7,866名 4,568名 4,087名 4,324名

年度 Ｈ18 H19 H20 H21 H22 H23
公開数 10回 10回 10回 10回 10回 10回
アクセス数 2,181件 6,754件 10,151件 11,762件 11,223件 6,666件

○市民医学講座（インターネット公開状況）

○文化交流センター

○近鉄文化サロン阿倍野との共催講座開講数

年度 Ｈ18 H19 H20 H21 H22 H23
開催数 1回 2回 2回 2回 1回 1回

○健康・スポーツ科学セミナー
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

④産業界との連携
・文部科学省「産学官連携戦略展開事業」採択にともなう「府大・市大
産学官連携共同オフィス」の開設【Ｈ20】
・府大・市大・池田泉州銀行と三者連携専用の投融資制度を創設
【Ｈ21】
・府大・市大・大阪中小企業家同友会と提携した「中小企業技術相談
（ホームドクター制度）」の創設【Ｈ21】
・和歌山県中小企業家同友会と「産学地域連携基本協定」を締結
【Ｈ22】
・奈良県中小企業家同友会と「産学地域連携基本協定」を締結
【Ｈ23】

④産業界との連携

・医学部附属病院による治験拠点病院としてアクションプラン策定と治験
事業の充実

⑤都市・大阪のシンクタンタンク
・都市の課題に関する研究等を通じて、都市・大阪のシンクタンクとしての
機能を高め、地域社会へ提言

⑤都市・大阪のシンクタンタンク

年度 Ｈ18 H19 H20 H21 H22 H23
オープンラボ開催回数 6回 7回 5回 4回 4回 4回
受託研究件数 402件 142件 101件 102件 115件 160件
共同研究件数 23件 50件 71件 109件 86件 131件
教育研究奨励寄附金件数 630件 809件 868件 944件 929件 879件

○オープンラボ・受託研究・共同研究・教育研究奨励寄附金

年度 Ｈ18 H19 H20 H21 H22 H23
入居数 8室 8室 10室 9室 10室 11室

年度 Ｈ18 H19 H20 H21 H22 H23
治験実施率 59.4% 60.2% 76.9% 54.0% 68.2% 72.8%
新規治験契約件数 32件 26件 34件 36件 46件 59件
契約額（百万円） 282 399 440 374 408 578
入金件数 66件 74件 89件 88件 108件 135件
入金額（百万円） 159 416 465 410 346 529

年度 Ｈ18 H19 H20 H21 H22 H23
会員数 539名 1,105名 1,544名 1,775名 2,068名 2,130名

年度 H20 H21 H22 H23
認定ＣＲＣ数 2名 6名 10名 11名

○健康・予防医療ラボラトリー（Ｈ18～21全11室、Ｈ22～全13室）

○おおさか臨床試験ボランティアの会

○認定ＣＲＣ

○治験

年度 Ｈ18 H19 H20 H21 H22 H23
件数 5件 6件 7件 10件 10件 7件

年度 Ｈ18 H19 H20 H21 H22 H23
講座数 2 2 2 2 2 2
受講者数 256名 216名 245名 165名 246名 164名

○都市問題研究件数

○区民セミナー
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

＜東北地方太平洋沖地震対応＞
・義援金の集約、医療救護班の派遣をはじめ被災学生や被災地、被災
した公立大学への支援

＜東北地方太平洋沖地震対応＞
○本部
・平成23年3月12日：災害対策本部設置
・平成23年3月14日：東北地方太平洋沖地震連絡会議設置
　（本部会議全1回、連絡会議全4回開催）
・平成23年3月22日：災害支援対策会議設置（9回開催）
○派遣
・ＤＭＡT隊派遣：第1次6名、第2次2名
・医療救護班派遣：第7次撤収班まで、のべ38名
・心のケアチーム派遣：14クール分、のべ17名
・看護師派遣：人工透析患者向け避難所（大阪市）に1名
・医師派遣：原子力災害現地対策本部に2名
・学生ボランティア、教職員派遣：第3次まで、のべ62名
○支援
・義援金募集：総額8,555千円（平成23年度末時点）
・被災学生への入学手続きの延長：2名
・震災減免措置：入学料全免2名、授業料減免2名

３－２ 国際貢献
　（１）国際貢献の基本方針

３－２ 国際貢献
（１）国際貢献の基本方針
・大学間協定を締結している諸大学、機関との研究者や学生の交流

・大阪市立大学国際学術シンポジウムの開催

３－２ 国際貢献
（１）国際貢献の基本方針
・大学間協定：8ヵ国・地域11大学・機関
・部局間協定：15ヵ国61部局及び研究所（大学間協定除く）

・留学生への支援の充実と、学友会とも連携した学生国際交流会などの
事業の実施
・留学生に必要な情報をとりまとめた「外国人留学生のしおり」（日本語、
英語、中国語）の作成及び、随時更新
・英語版ホームページの充実及び、英語版大学案内DVDの作成

　（２）国際貢献の実施体制 （２）国際貢献の実施体制
・国際化戦略本部及び国際センターの設置【Ｈ23】

（２）国際貢献の実施体制
・国際学術交流関係業務と留学生関係業務の事務体制の統合
・国際化アクションプランの策定

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
研究科 経済 創造都市 理 商 都市研究プラザ 法
予算（千円） 4,000 3,700 3,500 3,500 3,500 3,430
参加者 520名 603名 181名 250名 800名 149名

○国際学術シンポジウム

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
学部学生 76名 88名 95名 92名 95名 86名
大学院生 192名 211名 224名 229名 229名 230名
合計 268名 299名 319名 321名 324名 316名

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
新入留学生歓迎交流会 56名 76名 90名 101名 113名 130名
学生国際交流会 121名 200名 202名 201名 216名 203名
日帰り研修会 27名 32名 41名 30名 42名

○留学生関連行事参加者数

○外国人留学生在籍者数
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

４ 附属病院に関する目標
　（１）附属病院の基本方針

４ 附属病院に関する目標
（１）附属病院の基本方針
・全国有数の総合病院として最新の高度医療を提供
・地域医療機関との医療連携や交流の促進
・市民医学講座を開催し、市民の健康・予防医療の啓発活動にも尽力

４ 附属病院に関する目標
（１）附属病院の基本方針

　（２）附属病院の運営体制 （２）附属病院の運営体制

・病院長を中心とした病院経営体制の確立と戦略会議の定期的な開催

・救急医療体制の充実

・周産期医療体制の充実

・医療機能の充実と手術室の整備

（２）附属病院の運営体制

・救命救急センターの設置【H22】
救急専用手術室、救急専用ICUの救命救急病床整備

・大阪府地域母子周産期医療センターの認定【H22】
　MFICU（母体・胎児集中治療室）3床、NICU（新生児集中治療室）3床、
　GCU（新生児治療回復室）7床の計13床増床

・医療連携の推進 ・患者総合支援センターの設置【Ｈ23】

・3種がんの地域連携パスの整備・運用
・病院情報誌「メディカルアクセス」第3版発行：1万冊【Ｈ18】
　　　　　　　　「メディカルアクセス」第4版発行：3000冊【H23】

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
開催回数 18回 27回 23回 22回 22回 20回

○戦略会議

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
利用件数 6,344件 7,590件 9,499件 8,528件 7,193件 7,569件

○地域医療連絡室

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
推移（百万円） 348 ▲631 99 655 1,239 1,046

○経常損益

　※Ｈ23は5月末時点の見込み数値

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
年間手術件数 7,266件 7,038件 7,094件 8,414件 8,678件 9,186件

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
病床利用率 79.0% 75.9% 74.9% 77.9% 78.0% 80.0%

○手術室の整備（増室）　H23→24年度整備／全身麻酔対応12室→15室

○病床利用率
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

・病院情報システムの稼働【H19】

・病院機能評価V5.0の認定【H19】

・スキルスシミュレーションセンターの開設【Ｈ19】

・肝疾患診療連携拠点病院として指定【Ｈ20】

・がん診療連携拠点病院として指定【Ｈ21】

・認知症疾患医療センタ－として指定【Ｈ21】

・「おおさか肝疾患診療連携ネットワーク誌Ｖｏｌ.1」発行：3000冊【H21】
  「おおさか肝疾患診療連携ネットワーク誌Ｖｏｌ.2」発行：3000冊【H23】

Ⅲ 業務運営の改善及び効率化に関する
目標
１ 教育研究体制等の改善
　（１）柔軟な組織編成

Ⅲ 業務運営の改善及び効率化に関する目標
１ 教育研究体制等の改善
（１）柔軟な組織編成

Ⅲ 業務運営の改善及び効率化に関する目標
１ 教育研究体制等の改善
（１）柔軟な組織編成
・教育推進本部の設置【Ｈ18】
・研究推進本部の設置【Ｈ18】
・地域貢献推進本部の設置【Ｈ18】
・産学連携推進本部の設置【Ｈ22】
・国際化戦略本部の設置【Ｈ23】
・学生サポートセンターの開設【Ｈ23】

　（２）教育研究等の支援体制の充実 （２）教育研究等の支援体制の充実
・研究推進本部の設置【Ｈ18】
・特別研究経費の予算配分策定等学内研究の推進及び外部資金獲
得に資する学内規程・体制等の整備

（２）教育研究等の支援体制の充実
大学の特色を明確にする研究に対し、全学的な視点で重点的予算配分を行う仕
組みの設置

２ 人事制度の改善 ２ 人事制度の改善
・教員：原則退職不補充とし特任教員や非常勤教員を活用

２ 人事制度の改善

・職員：本務職員の市への復職に併せた短時間勤務職員の活用とキャリ
アスタッフ制度による効率的かつ安定した業務運営
・就職担当課長や広報担当課長など専門性が求められる管理職員や、
係長級職員について一般公募による多彩な職歴の管理職経験者の採
用

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
講習会開催数 2回 141回 143回 149回 156回 143回
利用者数 190名 6,997名 6,191名 6,899名 7,898名 6,868名
利用料収入(千円） 3,570 3,576 4,022

○スキルスシミュレーションセンター利用状況

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
特任教員 29名 51名 69名 88名 91名 103名
任期付助教 3名 1名 2名 5名 11名
非常勤講師 727名 734名 818名 816名 796名 815名

○特任教員・任期付助教・非常勤講師在籍者数  ※各年10月1日現在

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
キャリアスタッフ 160名 32名 17名 23名
係長級職員 5名 6名 9名 13名
市からの派遣職員数 1,017名 750名 604名 505名 442名 352名

○キャリアスタッフ・一般公募による係長級職員の採用状況
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

・教員の研究活動の充実を図るため、専門分野における自主的調査研
究に専念する期間を設けるサバティカル制度の導入【Ｈ22】

３ 予算制度の改善 ３ 予算制度の改善
・大学の特色を明確にする研究・教育に対し、「戦略的研究経費」「戦略
的教育経費」として重点的に予算配分
・「学長裁量経費」や「経営推進経費」の確保による大学のガバナンス強
化

３ 予算制度の改善

＜戦略的経費による主な事業＞
○戦略的研究経費：重点研究、都市問題研究、新産業創生研究、
　特定研究奨励費
○戦略的教育経費：
　・物質分子系の組織的な大学院教育改革の推進と化学人材育成
　　（Ｈ23　日本化学工業協会「化学人材育成プログラム」に採択）
　・インタラクティブ型キャリア教育方法の確立（現代ＧＰ採択）
　・地域ケアを担うＰｈ．D．臨床栄養師の養成　等
○学長裁量経費：
　・「国際ジャーナル（ＣＣＳ）」の編集・発刊事業
　・身体障がいのある学生の基礎教育科目(実験)受講における基礎教育実験棟
　　の設備整備　等
○経営推進経費：大学サポーター育成事業・入学者追跡調査　等

４ 業務執行の改善
　（１）サービス機能の強化

４ 業務執行の改善
（１）サービス機能の強化
＜学生サポートセンター＞

４ 業務執行の改善
（１）サービス機能の強化
＜学生サポートセンター＞
・学生サポートセンターの設置による業務運営の標準化及び平準化

＜大学サポーター事務局＞
・大学サポーター事務局の設置【Ｈ23】
・大学サポーター・公開講座管理システムの構築【Ｈ23】

＜大学サポーター事務局＞
・平成23年度新入生の保護者情報の活用：
　情報提供者1,544名（新入生1,560名の99.0％）へ広報誌の送付及び、
　1,167名に「お知らせメール」の送信
・2回生以上の保護者情報：
　情報提供者605名（在学生数4,888名の12.4％）へ広報誌の送付
・平成23年度卒業生への情報提供依頼実施：卒業生2,227名

　（２）業務の効率化 （２）業務の効率化
・教務学生業務の集約化・効率化
・給与関係事務、旅費関係業務、図書関係業務等の効率化

（２）業務の効率化
・Ｗｅｂ履修関係システムの導入【Ｈ23】

○サバティカル制度
年度 H22 H23
利用者数 1名 7名

○予算配分（千円）

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
戦略的研究経費 154,850 145,559 136,825 128,616 120,899 120,899
戦略的教育経費
（教育支援事業費）

3,000 11,000 11,000

学長裁量経費 51,609 48,512 45,601 42,865 40,293 40,293
経営推進経費 40,000
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

・大阪府立大学との包括連携協定を締結【Ｈ19】
・大阪府立大学、関西大学との三大学包括連携協定を締結【Ｈ20】
・横浜市立大学、名古屋市立大学との三市立大学包括連携協定を締
結【Ｈ21】
・教育、研究、社会貢献の各分野における協力体制の構築を図るため、
主取引銀行と包括連携協定を締結【Ｈ23】

・公立大学法人の制約の撤廃に向けて共同して取組むことに合意【Ｈ23】

Ⅳ 財務内容の改善に関する目標
１ 自己収入の改善

Ⅳ 財務内容の改善に関する目標
１ 自己収入の改善
・授業料の納付方法を振込用紙による納付から、口座振替による納付へ
と変更【Ｈ19】

・科学研究費補助金の申請率について目標値を定めるとともに、勉強
会・説明会といった支援事業の実施

Ⅳ 財務内容の改善に関する目標
１ 自己収入の改善

・新産業創生研究センターの体制整備や産学連携事業の展開、研究
情報の積極的発信、外部資金等獲得活用委員会による獲得戦略の実
施
・創立130周年を記念した「はばたけ夢基金」の寄附募集開始【Ｈ21】
・ふるさと納税制度を活用した募金活動の実施【Ｈ22のみ】

２ 経費の抑制 ２ 経費の抑制
・省エネルギー推進委員会の設置【Ｈ18】
・毎年度予算編成方針を策定し経常経費の削減率を設定して経費節
減を全学的に推進
・各部局に分散していた光熱水費等の管理経費を集約化し、契約の一
元化や複数年化等の手法により経費削減とエネルギー使用量削減

２ 経費の抑制

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
はばたけ夢基金(件数) 262件 1,093件 84件
          　　　　（金額） 100 97 65
外部資金 2,755 3,379 3,093 3,730 3,343 3,933

合計 2,755 3,379 3,093 3,830 3,440 3,998

○外部資金（百万円）

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
学生納付金（百万円） 5,212 5,256 5,292 5,243 5,230 5,156

○学生納付金

○経費削減
年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23

経常物件費 ▲2％
建物修繕費

光熱水費 ▲2％ ▲2％ ▲2％

▲10％ ▲6％
▲6％ ▲6％ ▲6％

-
削減率（％）

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
使用量（ｋｌ） 5,723 5,651 5,351 5,368 5,595 5,508
前年比（ｋｌ） ▲75 ▲72 ▲300 17 227 ▲87
前年比（％） ▲1.29% ▲1.25% ▲5.31% 0.3% 4.2% ▲1.55%

○省エネルギーによる経費節減

年度 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
目標値 55% 60% 65% 70%
申請率 56% 60% 62% 64%
勉強会・説明会 1回 1回 8回

○科研費申請
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

３ 資産の活用 ３ 資産の活用
・施設の点検と評価を行うための耐震診断を実施

・施設の有効活用を図るため施設利用実態調査を実施

３ 資産の活用

・施設の有効活用等を「キャンパスプラン2008」として取り纏め

Ⅴ 自己点検及び評価並びに当該情報の
公開等に関する事項
１ 評価制度の確立

Ⅴ 自己点検及び評価並びに当該情報の公開等に関する事項
１ 評価制度の確立
・役員会の下に全学評価委員会を設置【Ｈ18】

Ⅴ 自己点検及び評価並びに当該情報の公開等に関する事項
１ 評価制度の確立
＜全学評価委員会＞
・「大阪市立大学における点検・評価の基本的な考え方」の取り纏め【Ｈ20】
・学校教育法に基づく認証評価の受審【Ｈ20】
・「大阪市立大学教員活動点検・評価指針」の取り纏め【Ｈ20】
・教員個人評価の試行実施【Ｈ21】
・教員個人評価の本格実施【Ｈ23】

２ 改善の実施 ２ 改善の実施
・大学評価・学位授与機構による認証評価受審【Ｈ20】
・業務実績報告書の取り纏め

２ 改善の実施
・認証評価において全ての項目で基準を満たしているとの評価

Ⅵ その他業務運営に関する重要目標
１ 人権の尊重及び法令の遵守等

Ⅵ その他業務運営に関する重要目標
１ 人権の尊重及び法令の遵守等
・人権問題委員会において、講演会、交流会、人権フェスティバル等の開
催や啓発誌の発行

Ⅵ その他業務運営に関する重要目標
１ 人権の尊重及び法令の遵守等

・理事長直轄の内部監査室を設置【Ｈ19】

○全学評価委員会

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
開催回数 11回 12回 11回 11回 10回 7回

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
対象棟数 66 66 66 66 66 66
完了棟数 27 30 31 40 41 42
耐震化率（％） 40.9% 45.5% 47.0% 60.6% 62.1% 63.6%

○耐震化

※対象棟数及び完了棟数には、新耐震基準を満たしている建物（20棟）及び
耐震診断の結果、耐震補強が不要と診断された建物（21棟）を含む。

指摘内容

　　不正

　　不適切

　　事務誤り等

合　　計

「不正」＝補助金等を不正に使用（預け、カラ出張等）する目的で、事務を行い、もしくは書類を改ざんした（と思われる）もの

「不適切」＝納品や事業の実績に基づいた支出ではあるが、支出不可のものに対する支出、

　　　　　　　規程・使用ルールに則っていない処理

「事務誤り等」＝記入誤り・記入もれ・書類不備、事務のまちがい等、過失や確認不足等によって起きたもの

　　　　　　　全学としての事務のやり方・ルールに不備があるもの、改善提案等

Ｈ22

85

0

3

Ｈ23

0

2

0

87

○監査

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

0

0

55

142

142

65 52

62

0

4

69

3

59

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
春の人権問題講演会 643名 745名 550名 444名 587名 124名
人権フェスティバル 607名 575名 527名 381名 373名 246名

○人権問題講座等参加者数
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中期目標
（項目名）

中期目標の要旨
（中期計画における取組等）

具体的な実績等
（平成18年度～平成23年度）

・「大阪市立大学倫理綱領」、「安全保障貿易管理規程」等の制定を
通じた大学のコンプライアンスの徹底

・「公立大学法人大阪市立大学個人情報取扱指針」を策定及び大学
ホームページへの掲載による周知
・「公立大学法人大阪市立大学における個人情報の取扱い及び管理に
関する規程」の制定及び個人情報の管理体制の強化

２ 情報公開等の推進 ２ 情報公開等の推進
・広報拠点としての大学広報室の設置【Ｈ23】

・ホームページの改新【Ｈ20】

２ 情報公開等の推進
・広報戦略会議の立上げ【Ｈ23】：11回開催
・学長記者懇談会の実施【Ｈ23】：2回実施
・記事掲載数：【Ｈ22】81件から【Ｈ23】369件
・ホームページのリニューアル【Ｈ20】
　日経ＢＰコンサルティング「全国大学サイト・ユーザビリティ調査」：
　アクセシビリティ部門公立大学1位、総合では全国16位

３ 施設及び設備の管理、整備及び活用 ３ 施設及び設備の管理、整備及び活用
・「耐震診断結果による今後の耐震補強計画（Ｈ22～27年度の6ヵ年計
画）」の策定【Ｈ21】
　
・ＪＲ杉本町駅東改札口完成【Ｈ23】

３ 施設及び設備の管理、整備及び活用
・理学部学舎及び理系実験棟の実施設計に着手【Ｈ21】、
　準備工事完成【Ｈ22】、1期工事着手【Ｈ23】

・ＪＲ杉本町駅東口新設にあわせた学内へのアクセスルート「南部ストリート」の工事
発注（平成24年6月完成）

４ 安全の確保等 ４ 安全の確保等
・法人運営本部に安全衛生管理担当を設置【Ｈ19】
・「公立大学法人大阪市立大学危機管理規程」、「公立大学法人大
阪市立大学緊急対策本部規程」を制定【Ｈ22】
・入学時ガイダンス等で新入生全員に防災・災害対処安全マニュアルを
配布【Ｈ20】
・「公立大学法人大阪市立大学危機管理規程」に基づき、「国際危機
管理対応マニュアル」を策定【Ｈ23】

４ 安全の確保等

○個人情報保護
年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
個人情報保護管理委員会 1回 6回
個人情報開示請求 1件 0件 1件 0件 1件 6件
研修回数 3回 4回
研修参加者数 77名 241名
個人情報取扱事務

登録件数
59件 71件 80件 82件 83件 90件

○防火・防災訓練
年度 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
参加者数 150名 1,500名 3,000名 3,000名 4,000名

○作業環境測定
年度 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
測定部屋数 1 31 161 178 248
測定物質数 2 97 308 432 430

年度 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 H22 H23
加入者数 4,837名 4,643名 4,382名 4,698名

○学生教育研究災害傷害保険
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○予算（人件費の見積りを含む）、収支計画及び資金計画

１ 予算（平成１８年度～平成２３年度） （単位：百万円） ２ 収支計画（平成１８年度～平成２３年度） （単位：百万円）
区分 予算 決算 差額 区分 予算 決算 差額

　収入 　費用の部 260,738 274,795 14,057
　　運営費交付金 91,012 89,780 △ 1,232 　　経常費用 260,349 273,116 12,767
　　施設整備費補助金 0 337 337 　　　業務費 242,973 253,106 10,133
　　補助金等収入 1,770 2,886 1,116 　　　教育研究経費 25,889 25,502 △ 387
　　自己収入 161,150 174,875 13,725 　　　診療経費 73,709 75,685 1,976
　　　（内）授業料・入学料・検定料 31,362 31,389 27 　　　受託研究等経費 1,380 5,141 3,761
　　　　　　附属病院収入 125,738 137,606 11,868 　　　役員人件費 610 745 135
　　　　　　その他 4,050 5,880 1,830 　　　教員人件費 67,696 77,126 9,430
　　受託研究等収入 1,386 6,541 5,155 　　　職員人件費 73,689 68,907 △ 4,782
　　寄附金収入 3,174 5,308 2,134 　　一般管理費 6,940 8,258 1,318
　　長期借入金収入 4,815 3,881 △ 934 　　財務費用 237 301 64
　　目的積立金取崩 0 2,201 2,201 　　減価償却費 10,199 11,420 1,221
　　基金取崩 0 232 232 　　雑損 0 31 31
　　　　　　　計 263,307 286,041 22,734 　臨時損失 389 1,679 1,290
　支出
　　教育研究経費 28,562 27,586 △ 976 　収入の部 263,154 283,232 20,078
　　診療経費 76,674 80,364 3,690 　　経常収益 262,278 279,755 17,477
　　人件費 141,995 146,854 4,859 　　　運営費交付金収益 91,012 88,138 △ 2,874
　　一般管理費 6,940 9,119 2,179 　　　補助金等収益 1,770 2,227 457
　　受託研究費等 1,380 5,299 3,919 　　　授業料収益 23,613 25,011 1,398
　　財務費用 225 128 △ 97 　　　入学金収益 4,320 4,489 169
　　施設・設備整備費 4,815 4,450 △ 365 　　　検定料収益 1,194 1,027 △ 167
　　長期借入金償還金 2,716 1,855 △ 861 　　　附属病院収益 125,738 137,234 11,496
　　　　　　　計 263,307 275,655 12,348 　　　受託研究等収益 1,386 6,096 4,710

　　　寄附金収益 2,736 3,496 760
　　　施設費収益 0 187 187
　　　雑益 4,050 5,665 1,615
　　　資産見返運営費交付金等戻入 800 806 6

【人件費の見積り】 　　　資産見返寄附金戻入 650 733 83
区分 予算 決算 差額 　　　資産見返物品受贈額戻入 5,009 4,362 △ 647

総額 141,995 146,854 4,859 　　　資産見返補助金等戻入 0 241 241
退職手当 7,128 7,726 598 　　　建設仮勘定見返運営費交付金等戻入 0 2 2
退職手当以外 134,867 139,128 4,261 　　　建設仮勘定見返補助金等戻入 0 1 1

　　　財務収益 0 40 40
　　臨時利益 876 3,477 2,601

　純利益 2,416 8,437 6,021
　目的積立金取崩益 550 550
　総利益 2,416 8,987 6,571
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３ 資金計画（平成１８年度～平成２３年度） （単位：百万円） 剰余金の使途
区分 予算 決算 差額 計画 実績

　資金支出 266,144 374,199 108,055
　　業務活動による支出 249,871 253,825 3,954
　　投資活動による支出 10,495 112,125 101,630
　　財務活動による支出 2,941 5,160 2,219
　　翌年度への繰越金 2,837 3,089 252

　資金収入 266,144 374,199 108,055
　　業務活動による収入 261,329 277,144 15,815
　　　運営費交付金による収入 91,012 88,472 △ 2,540
　　　補助金等による収入 1,770 2,932 1,162
　　　授業料及び入学金検定料による収入 31,362 31,376 14
　　　附属病院収入による収入 125,738 133,308 7,570
　　　受託研究等収入 1,386 6,746 5,360
　　　寄附金収入 6,011 8,090 2,079
　　　その他の収入 4,050 6,220 2,170
　　投資活動による収入 0 93,174 93,174
　　財務活動による収入 4,815 3,881 △ 934
　　前年度よりの繰越金 0 0 0

○短期借入金の限度額
計画 実績

 １．短期借入金の限度額　
　　　　50億円 　　該当なし

 ２．想定される理由

　 運営費交付金の受入れ遅延及び事故の発
生等により緊急に必要となる対策費として借り入
れすることも想定される。

○重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画
計画 実績

なし 該当なし

　決算において剰余金が発生した場合は、教育、
研究及び診療の質の向上並びに組織運営の改善
に充てる。

・学生サポートセンター整備
・教育サービス向上のためのＩＴ化事業
（Web履修システム）
・耐震補強整備及び外壁改修
・１号館改修
・緊急放送設備整備
・防犯カメラ整備
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